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純心女子学園創立記念感謝ミサ

学園の創立記念日（12月8日）を迎えるにあたり、浦上
天主堂で感謝ミサが行われ、学生及び教職員が参加し
ました。

長崎市認定の
地域コミュニティ連絡協議会
「川平地区まちづくり協議会」設立
2024年10月

川平地区は地域包括支援学科の授業でフィールドワー
クを行っている大学近隣地域。その川平地区に2024年
10月、地域コミュニティ連絡協議会が発足しました。本
学も準備段階から参加していました。今後、同会が描く将
来像「つなぐまち かわひら～三ツ山から眺める自然と歴
史のまち～」実現に向けた取り組みに協力していきます。

2 0 2 4年度の出来事ピックアップ

「カトリシズム（カトリック主義）」を学ぶ

カトリシズムを柱に、音楽、心理学、福祉、子どもの教育、文
学、カトリック教会の典礼などを専門とする本学の教員や
大学院修了生が講座を行います。

一般の方・卒業生対象

2025年後期（10月以降）開催

11月8日（土）開催

～長崎純心大学のカトリシズムの建学の精神に基づいて、
「知恵のみちを歩み 人と世界に奉仕する」モットーを

より深く理解するために～

公開講座「純心学」（全6回）

学園創立90周年記念

純心平和さるく
～短大 文教町キャンパスから三ツ山への移転50周年～

学園関係者対象

2024年11月25日（月）

日本被団協のノーベル平和賞受賞を受けて、長崎県内の
キリスト教系4大学（活水女子大学、長崎外国語大学、鎮
西学院大学、長崎純心大学）は、被爆地長崎の大学とし
て、核兵器のない世界の実現へ向け、より一層努力する決
意をあらわす共同声明を発表しました。共同声明は各大学
のウェブサイトに掲載され、国内外へ広く配信されました。

2025年2月27日（木）・3月1日（土）

神戸海星女子学院大学との交流

研修で長崎を訪れた神戸海星女子学院大学生と交流
を行いました。本学学生は事前にフィールドワークや文
献調査、資料作成を行い、長崎のキリシタン史、被爆の
実相等を学びなおして交流に臨みました。交流では意
見交換や質疑応答を活発に行い、本学学生にとっても
自身の学びをより一層深める機会となりました。

文教町から恵の丘（三ツ山町）まで、純心ゆかりの地を
めぐるウォークラリー。

学園創立100周年に向けた電照看板を、長崎駅改札内
コンコース、浦上駅構内に設置しています。
長崎銘菓クルスの「景観クルス」のパッケージにも登場
の本学ステンドグラスをモチーフにしたデザインです。

11月22日（土）開催
学園創立90周年記念

純心平和の集い
恵の丘 原爆ホームの施設利用者の方々の被爆体験
講話と、学生主体の平和活動に関する発表を聞き、
平和への想いを深めます。

12月5日（金）開催
学園創立90周年記念

感謝ミサ＆コンサート
毎年浦上教会で行う創立記念感謝ミサを中高生、大
学生、学園の教職員合同で行います。
松本俊穂副学長によるパイプオルガンと純心コール・
マリーヱ他によるコンサートも開催します。

長崎純心大学は「学校法人 純心女子学園」が設置、運営する教育機関。

純心女子学園は1935年に設立。現在は、幼稚園、中学校、高等学校、大学、大学院からなる学校法人です。

今年2025年、学園は創立90周年を迎えます。

100周年に向けて、学園としてさらに歩みを進めるため各種記念行事を予定しています。

2025年の新たな動き日本原水爆被害者団体協議会の
2024年ノーベル平和賞受賞に
寄せての四大学共同声明
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https://www.n-junshin.ac.jp/univ/news/20241125_statement/

その他、ロゴ・ノベルティ制作、学園関係者の作品展等を計画しています。
順次ホームページ等でご紹介します。
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2024

JR長崎駅・浦上駅に
電照看板を出しています


